
年主題 「ともに」 日 曜日 行事予定 職員・その他

1 木 創立73周年記念日

2 金

3 土 憲法記念日

4 日 みどりの日

5 月 こどもの日

6 火 振替休日

7 水

8 木
お弁当の日　5歳児春さがし
（飯豊少年自然の家）

9 金 母の日礼拝

10 土 職員会議

11 日 母の日

12 月

13 火 園開放日

14 水 誕生会　10:00

15 木

16 金 4歳児親子遠足（もっくる）

17 土 キッズ＆プレー

18 日

19 月

20 火
5歳児水泳教室（マイティスイミ
ング）

21 水

22 木

23 金 5歳児親子遠足（浜田広介記念館）

24 土

25 日

26 月

27 火 かもしかクラブ発会式　14:00

28 水 5歳児水泳教室

29 木 避難訓練　4.5歳児防火パレード

30 金 15時降園協力日 職員園内研修

31 土

☆1日（木）創立７３周年記念日

宮内幼稚園・宮内認定こども園 ７３回目の創立記念日です。

みんなで礼拝を捧げます。お祝いの記念品をお渡しします。

☆８日（木）お弁当の日

子どもたちが楽しみにしているお弁当の日です。お弁当、お

しぼり、水筒を持たせてください。３.４.５歳児はホールや外

で食べる場合もありますので、シートも持たせてください。

☆９日（金）母の日礼拝

アメリカの教会で２６年間日曜学校牧師を勤めたジャービス

夫人が亡くなって記念会が守られたとき、その娘アンナさんが

母の好きだったカーネーションの花束を飾り、参列者に配った

ことから、１９０８年５月第２日曜日が母の日と定められまし

た。日本でも、大正初期に紹介され社会的行事となりました。

こども園でもありがとうの気持ちをこめて礼拝を捧げます。

☆２７日（火）かもしかクラブ発会式（３歳児保護者参加）

かもしかクラブは年間を通して、かもしか指導員さんから交

通安全について学びます。

後日マチコミで出欠確認させていただきます。

☆２９日（木）避難訓練

５月は火災を想定した避難訓練です。４.５歳児による防火

パレードも行います。パレードは見学できます。

開始時間は１０：４５です。

☆３０日（金）１５時降園協力日 職員園内研修

職員園内研修を行うため、１５時降園のご協力をお願いしま

す。園舎前駐車場は混み合いますので、ご注意ください。

5月行事予定

☆親子で遊ぼう！未就園の小さいお子さんが対象です

１３日（火）園開放 ９：３０～１１：００

１７日（土）キッズ＆プレー ９：３０～１１：００

お知り合いに未入園の小さいお子さんがいる方がいらっ

しゃいましたらお伝えください。入園児と一緒に遊んだり、

親子で好きな場所で遊びながら園内見学していただけます。

☆１４日（水）誕生会

５月生まれのお友だちの誕生をみんなでお祝いします。

誕生児の保護者の方も一緒にお祝いしましょう。５月の

お楽しみは“パネルシアター”です。

駐車場は園舎前になります。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和 7 年 4 月 28 日 

学校法人 南陽学園  

宮内認定こども園 

「よろこびの春を、みんなでたのしみましょう」        園長   宇津木 純子 

新学期がスタートして、３週間が経ちました。お母さんや家族を思い出して、泣いてしまう、新入園児

のお子さんも見られますが、先生に抱っこされて、ほかの子どもたちの様子、きれいな花や小鳥のさえず

りに、短い時間で気持ちを切り替えられるようになりました。 

今週は園庭の桜が満開になりました。花壇やプランターにはチューリップやパンジー、園庭のたんぽぽ

やヒメオドリコソウなど、いろいろな花が咲きそろいました。てんし組さん、ぱんだ組さんはお散歩カー

に乗って、つくしんぼ組さんはちょうちょう組さんに手をつないでもらいながら、どのクラスもお花見散

歩に行ってきました。美しい桜の花を眺めながらのお散歩は、いつのまにか結構長い距離を歩いているこ

とになりますが、平気なのはふしぎなことです。桜の花が咲くと、みんなうれしくて、幸せな気持ちにな

る、だれもが大好きな花ですね。春は、なんと気持ちの良い季節なのでしょう。今年の春は、特に美しい

と感じていますが、皆さまは、どんな気持ちでこの春をお過ごしですか。 

草も花も虫も小鳥たちも、子どもたちも元気いっぱいです。そして、園で遊ぶ子どもたちのかわいらし

い笑顔と笑い声に満ちた平和でしあわせな光景。美しい花々の中で、かわいい花を触ってたしかめたり、

声をかけたり、水をかけてあげたりしている子どもたち。花と子どもたちはとってもお似合いです。季節

が巡ってくれば、こうして美しい花が咲き、ツバメは園庭に戻ってきて、巣作りの準備を始めています。

子どもたちは、着実に成長して、ちょっとした言葉やしぐさに、わたしたち大人は驚き、喜び、感動しま

す。自然、生活、保育の営みの中で、すべてのものを養い、成長させてくださる不思議な力、神さまに生

かされていることを実感させられる季節であることを思います。小さいものの命を慈しみ育ててくださる

神さまを感じつつ、出会いをいただいた、子どもたち一人ひとりの持っている夢や希望が実現するように、

心をこめて、教育・保育を作り出していきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

      おだやかにあれ こころよ  

のびやかに しなやかに はれやかに  (谷川 俊太郎)       

5月の聖句「野の花がどのように育つのか、注意して見なさい。」 

（新約聖書 マタイによる福音書 6章 28節） 

宗教主任  山本 孝根  

今月の聖句は、聖書でその前後を見ますと、野の花も、空の鳥も自分たちで一生懸命蓄えることがなくて

も、神さまが守ってくださる、大切にしてくださっている、あなたたちはそれ以上に大切にされていることを

知らないのですかと言われている箇所です。わたしたちは時に、「どうせわたしなんて」と思ったり、言った

りすることがあると思います。神さまはそんなわたしを見てくださっています。「ひとりひとりの名をよんで

あいしてくださるイエスさま どんなにちいさいわたしでもおぼえてくださるイエスさま」(キリスト教保育

連盟発行：幼児さんびかⅡ 20-1番)と合同礼拝やお部屋で歌いました。神さまはどんなに小さなわたしたち

でも、必ず見つけてくださり、守ってくださる方なのです。 

暖かい日が多くなり、こども園の子どもたちも散歩にでかけることが多くなりました。先日、ちょうちょう

組の子どもたちと散歩に行ったとき、原っぱに咲いている小さな紫の花を一緒に見つけて、子どもたちが大

切そうに摘んでいる姿がありました。ある女の子はせっかく摘んだ花をなくしてしまい、また見つけてほし

いとお願いまでしてきました。花弁も 1 センチない小さな花でした。子どもたちは名前がわからなくても、

どんな花も大切にする優しい心を育んでいっているのだなと思わされました。そんな子どもたちと一緒に、

神さまに大切にされていることを改めて感じていきたいと思います。 

園だより 


